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算数科学習指導案

指導者 伏見 真理子

１ 単元の目標

○ 除数が分数である場合の除法計算の意味とその計算のしかたについて理解し，それ

を用いる能力を高める。

【関心・意欲・態度】

・分数÷分数の計算のしかたを，分数の性質や既習の計算と関連づけて考えようとす

る。

【数学的な考え方】

・分数の性質や既習の計算をもとにして，分数÷分数の計算のしかたを考える。

【表現･処理】

・分数÷分数の計算ができる。

【知識・理解】

・分数÷分数の計算の意味やその計算のしかたを理解する。

２ 指導に当たって

（１）教材について

本単元は，学習指導要領第６学年の内容 Ａ 数と計算（３）「分数の乗法及び除法

の意味について理解し，それらを適切に用いることができるようにする」を受けて設

定したものである。

ここでは，「÷分数」の意味と計算のしかたを理解させることをねらいとしている。

「÷分数」は，「わる数の分母と分子を入れ替えた数をかける」という手順であり，こ

の計算方法は単純である。しかし，その意味や計算過程を理解することは児童にとっ

て困難なものと予想される。形式的な計算の手順を教え込むのではなく，計算方法を

導き出す過程を理解させることが分数で割ることの意味を理解させることになる。分

数で割ることの意味を考えるとき，除数が整数のときと対比して考えることや，数直

線図や言葉の式をもとにして，除数が分数の場合も数直線図の数量関係が同じである

ことを根拠に考えさせることが大切であると考える。

単元後半は，時間の分数表示を扱う。時間の分数表示は，その大きさを視覚的に表

現できるので分かりやすい。分数で表された時間を下位単位で表したり，上位単位の

分数で表したりする学習である。また，分数倍と乗除法について扱う。倍に関する三

つの用法を分数にまで広げることがねらいとなっている。これらは分数の乗除法で簡

単に求められるので，これらを用いる能力を高めるだろうと考える。整数や小数での

考え方に帰着しながら，分数倍の概念をよりいっそう理解させていく学習である。

６年１組 「分数のかけ算とわり算（２）」
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【教材の関連と発展】

５ 年 ６ 年

（２）児童について

本学級は，男子１５名，女子９名，計２４名である。

算数に関する意識調査での結果から，算数を好きで得意と感じている児童と嫌いで

苦手と感じている児童が約半々の状況である。授業中は，与えられた課題には取り組

むが，多様な考えを見つけたり，友達の考えに突っ込んで質問したりするほど意欲的

であるとは言えない。

仙台市標準学力調査より，算数の結果は仙台市平均正答率を約２ポイント上回って

いるものの，本単元と関連のある「分数と小数」「小数の倍」の問題では０．５～２ポ

イントほど下回っていることが分かった。２/３の児童が表現力を見る問題に答えるこ

とができず，上位の児童の中にも表現力が不足していることが分かった。全国学力調

査の結果では，算数Ａ問題・Ｂ問題ともに全国や仙台市平均をやや上回ったが，分数

の計算や計算のきまりなどには課題が見られた。

意欲面・学力面で個人差が大きく，授業中の机間指導で個別支援している。しかし，

支援が必要な児童一人一人に十分対応しきれていないのが実情である。児童の中には，

友達の発表をよく聞きとることができない様子が見られ，全体で深め合ったり，自分

の考えに友達の考えを生かしたりしているとはまだ言えない状態である。

児童はこれまでに，分数の乗除において，分数×整数，分数×分数，分数÷整数に

ついて学習してきている。前単元「分数のかけ算とわり算（１）」を終えて，レディネ

ステストの内容と結果を以下に示す。レディネステストには分数倍の考え方の基礎と

なる小数倍に関する問題も取り入れた。

【レディネステストの結果】合計２４名（９月１９日実施）

問 題 正答数 誤 答 例

１

４㎗で板を５/８㎡ぬれるペンキが

あります。このペンキ１㎗では，板

を何㎡ぬれますか。

１１人

立式正解だが商２／５（９人）

４÷５／８（３人）

５／８×４（１人）

２
１ｍの重さが３／４㎏のはり金があ

ります。このはり金５／７ｍの重さ ２１人

５／７×３／４（１人）

５／７×２（１人） 無答（１人）

小数のわり算

・小数÷小数の意味と計算

・小数の除法の意味の拡張

（第一用法，第三用法）

本単元 分数のかけ算とわり算（２）

・分数÷分数の計算

・分数の乗除の意味の拡張

（第一～第三用法）

分数のかけ算とわり算（１）

・分数×整数の計算

・分数÷整数の計算

・分数×分数の計算

分数と小数

・分数と小数，整数の相互関係

・分数倍の意味
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は何㎏ですか。

３

□にあてはまる数を書きましょう

（１）４×３／５＝４／□×３／５＝□／□ ２２人

４→４／４（１人）

無答（１人）

（２）５／６÷３＝５×□／6×□÷３

＝５×□÷３／6×□

＝□／６×□＝□／□

１４人

分子に３をかけたが分母には１をかけ

た（６人）分母分子に１をかけた（２

人）無答（２人）

４

（１）３／５×３ ２０人 １／５（２人） ３／５（１人）

３／１５（１人）

（２）７／９×２／３ ２４人

（３）５／６×３／４ １１人 約分せず１５／２４（１３人）

（４）２／７÷５ １７人 １０／７（２人） ２／６（１人）

０.４／７（１人） 無答（３人）

５

（１） ２ｍのリボンは０.４ｍのリ

ボンの何倍ですか。

１７人 立式は正解だが０.５倍（１人）

除数と被除数が逆（１人）

２×０.４（３人） 無答（２人）

（２） ０.９ｍのリボンは４.５ｍの

リボンの何倍ですか。

１０人 立式正解だが計算ミス（３人）

除数と被除数が逆（６人）

０.９×４.５（３人） 無答（２人）

６

（１）３／８÷５／７ ＊未習 ７人 １５／５６（４人） ３／８（１人）

０.６／０.７（１人） 無答（１１人）

（２）５／９÷２／３ ＊未習 ５人 約分せず１５／１８（２人） そのままかけ算１

０／２７（２人） １０／９，２７／１０，５

／９，２.５／３（各１人ずつ） 無答（１１人）

７

（１）２／３時間＝□分 ＊未習 １１人 ２０分，２.３分，０.６６…分（１人ず

つ計３人） 無答（１０人）

（２）３／４分＝□秒 ＊未習 １０人 ８０秒，１５秒，３.４秒，０.７５秒（１

人ずつ計４人） 無答（１０人）

この結果から，前単元はまだよく身についていないことが分かった。小数倍の問題

では，５（１）のように，基準量が小さいときは除数と被除数をあまり間違えないが，

基準量より比較量が大きい（２）のような場合は，除数と被除数が逆になってしまう

児童が増える。つまり，「□は□の何倍」のどちらが基準でどちらが比較量かをよくと

らえていないと考えられる。また，何倍という言葉からかけ算を連想した児童３人と，

無答２人の合計５人は数量関係や問題場面をつかめていないと思われる。数直線によ

る問題場面の表示化を自分でできるように指導する必要性を感じた。未習事項に関し

ては，分数÷分数の計算方法を知っている児童が６人いることが分かった。時間の分

数表示は，約４０％の児童が正解しており，図や絵を利用して答えを導き出している

児童も数名いた。以上の実態から，本単元に入る前には，レディネスをそろえる支援

を行うことにした。
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（３）指導に当たって

本単は「（1）分数のわり算 （2）時間と分数（3）分数の倍とかけ算・わり算」の

３つの小単元から構成されている。学習問題の場面を把握させるに当たって，数値が

分数ではなく整数だったら，児童はすぐに見通せることも多い。そこで，学習問題の

数値部分を□（空欄）として提示し，単純な整数や小数を入れて問題場面をとらえさ

せる。その後，その数値を分数に交換し，整数や小数を使って考えたことを，分数で

も同様の考え方でできると気づかせたい。そのような活動を通して，「分数を整数や

小数に置き換えて立式の見通しを立てる」「既習事項を生かして見通しを持つ」とい

う数学的考え方や技能を育てていく。また，それまでの知識や技能を活用して取り組

める学習問題を設定していく。分数÷分数の計算のしかたを導く場面では，数直線や

面積図・計算のきまりなどを使って分数で割ることの意味を理解させていく。

また，本単元では分数倍の学習においても，分数の乗法や除法を用いる能力を高め

させていく。これも学習問題把握の困難や見通しの立てにくさがある。そこで，今ま

で習った整数倍・小数倍の問題を想起させたり，実生活とのかかわりを想起させたり

しながら，「△は□の何倍」「□を１とすると△は…」という割合の考え方を確認し

ていきたい。

自力解決の際，既習の考え方を生かすことや，立式の根拠を数直線図や面積図，言

葉や絵などを使って説明できる力を育てていくことを大切にしたい。そこで一つの考

え方で解決できたら，別の考え方も試行してみること，友達の発表を聞いて良いと思

うところは自分のノートに書き込んでいくことも奨励し，考え方を広めさせたい。数

直線図や面積図などのミニワークシートを児童の状況に応じて利用していくこととす

る。書いて表現できたら，一人一人に言語での発表を体験させるためにペアでの話し

合いを設ける。その際，友達に質問したり，認めたりする姿勢を奨励し，根拠を述べ

る力や筋道を立てて話す力を育てていきたい。

全員の学習状況を机間指導で把握し，つまずいている児童へは個別指導していく。

解決の途中でも認めたり支援したりして，安心して解決を進められるよう，全員に丸

を付ける。各自に見通しを立てさせる際，ノートのメモや挙手で見通しが立っている

か見通しが立たないで困っているかを把握し，その程度に応じてＡ・Ｂ・Ｃから選ん

だ授業展開をしていく。児童にどのような支援をすれば本時の課題が解決されるのか，

よく実態を把握しながら展開を臨機応変に選択していく。

【研究の視点と具体的な取り組み】

【視点１】 数学的な考え方を育てる学習問題の工夫

・知識や技能を活用する力を育てる学習問題の工夫

【視点２】 自分の考えを表現する力を育てる指導法の工夫

・ワークシートやノートの活用の仕方を工夫する。

・ペアでの話し合いなどを取り入れた指導法を工夫する。

【視点３】 個々の学習状況に応じた授業展開の工夫

・一人一人の解決のプロセスを認めてやるような机間指導を工夫する。

・児童の実態に柔軟に対応する授業展開を工夫する。
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３ 指導計画 １２時間扱い（本時 ９／１２）

時 目 標 学 習 活 動 おもな評価規準

（1）分数のわり算 ５時間

１
・
２

○分数でわることの意

味を理解する。

○真分数÷真分数の計

算のしかたを理解し，

その計算ができる。

・3/4 dℓ のペンキで 2/5 ㎡

の板を塗るとき，このペンキ

1dℓで塗れる面積を求める式

を考える。

・2/5÷3/4 の計算のしかたを

考える。

・真分数÷真分数の計算のしか

たをまとめる。

□関分数の除法の意味を

数直線図などを用い

て考えようとしてい

る。

□考図や計算のきまりを

用いて既習の分数×

整数，分数÷整数の計

算をもとにして，真分

数÷真分数の計算の

しかたを考えている。

□表真分数÷真分数の計

算ができる。

３

○計算の途中で約分で

きるときは，約分する

と簡単なことを理解

する。

○整数÷分数の計算の

しかたを理解し，その

計算ができる。

・9/10÷3/4 の計算の工夫のし

かたを考える。

・5÷2/3 の計算のしかたを考

える。

□表整数÷分数の計算が

できる。

□知計算の途中で約分す

ると簡単に処理でき

ることを理解してい

る。

４

○3口の分数の乗除混合

計算のしかたを理解

し，その計算ができ

る。

・3/4÷6/5×1/5 の計算のしか

たを考える。

□表3口の分数の乗除混合

計算ができる。

【発展】「もの知りコーナー」

を読み，分数と小数の混ざっ

た計算のしかたについて知

り，分数の乗除混合計算につ

いての関心を広げる。

５

○分数の乗除の立式に

ついて理解を深める。

・「7/4 m の重さが2/5 kg の

ホースがあります」という文

章をもとにして立式する。

□表問題場面における数

量の関係を，数直線図

を用いて立式するこ

とができる。

【発展】「もの知りコーナー」を読み，逆数について知り，分数の除法についての興

味，関心を広げる。

（2）時間と分数 ２時間

１

○時間の分数表示につ

いて理解する。

・3/4時間は何分か考える。

・40分は何時間か考える。

・「もの知りコーナー」を読み，

□表時間を分数表示して，

問題解決に用いるこ

とができる。
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分数についてのおかしな話を

知る。

２

○学習内容を確実に身

につける。

・「力をつけよう」に取り組む。 □表学習内容を正しく用

いて，問題を解決する

ことができる。

（3）分数の倍とかけ算・わり算 ３時間

１

○比較量，基準量が分数

の場合も，何倍かは除

法で求められること

を理解する。

・5/4 ㎏ ，3/8㎏ は 1/2㎏ の

何倍かの求め方を考える。

・比較量，基準量が分数のとき

の何倍かの求め方をまとめ

る。

□考比較量，基準量が分数

の場合も，図などを用い

ることによって整数倍

に帰着して考えている。

２
本
時

○倍を表す数が分数の

場合も，何倍かにあた

る大きさは基準量×

何倍で求められるこ

とを理解する。

・２００グラムの５/４倍・３

／４倍の量の求め方を考え

る。

・基準量の分数倍にあたる大き

さの求め方をまとめる。

□表倍を表す数が分数の

場合も，比較量を乗法

を用いて求めること

ができる。

３

○倍を表す数が分数の

場合も，基準量は比較

量÷何倍で求められ

ることを理解する。

・900円がもとの値段の5/3 倍

にあたるときの，もとの値段

の求め方を考える。

・□を用いて立式し，□にあて

はまる数を求める。

□表倍を表す数が分数の

場合も，□を用いるな

どして基準量を求め

ることができる。

まとめ ２時間

１ ○学習内容の理解を確

認する。

・「たしかめよう」に取り組む。 □知基本的な学習内容に

ついて理解している。

２
【発展】巻末p.98～99の「おもしろ問題にチャレンジ！」に取り組み，学習内容をも

とにじっくり考え，追究する。

４ 本時の学習

（１）題材名 分数の倍とかけ算・わり算

（２）ねらい

・倍を表す数が分数の場合も，何倍かにあたる大きさは基準量×何倍で求めることが

できる。

（３）本時と研究とのかかわり

【研究の視点１】 数学的な考え方を育てる学習問題の工夫

学習問題は，ホットケーキを作る場面を設定する。生活に結びつきやすく児童の意

欲を喚起し，実生活での活用を想定しやすいのではないかと考えた。また，見通しや

数量の実感を持ちやすいと考えた。ホットケーキの粉は４人分で１袋になっているこ

とから，生活の中で半端な人数分を考える機会があるだろうと，学習問題を考える必
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然性を感じとらせたい。

・実物を提示し，生活に結びついた実感と必然性の持てる学習問題を設定する。

→《手立て１》

【研究の視点２】 自分の考えを表現する力を育てる指導法の工夫

自力解決でノートに書かせる際，根拠となる考えをノートに書かせるようにする。

式と数直線とを関連させて，立式の根拠を述べられるよう机間指導していく。

また，それをペアで発表し，お互いの考えを交換し合わせる。根拠となる考えを比

べたり，同じ考えでも言葉の使い方の違いを吟味させたりしたい。ペアという小単位

の活動なので，自分の言葉で表現する体験を一人一人に確保していくことができる。

確認の段階で，本時の考えを使って３人分を求めるミニワークシートをかかせる。

順序立てて考えるやり方を整理し，まとめへとつなげたい。

・授業展開の中に自分の考えをペアで伝え合う場面を位置づける。→《手立て２》

・数学的な考え方の手助けとなるようなワークシートを工夫する。→《手立て３》

【研究の視点３】 個々の学習状況に応じた授業展開の工夫

自力解決に入る際，見通しが立っているか判断する材料として，児童のノートに何

算を使うのか，言葉の式で表せるかなどをメモさせる。また，分からずに困っている

など，つまずきのある児童を表情・挙手などの様子で把握し，それらの児童の数に応

じて展開を選ぶこととする。机間指導の際，意欲をもって解決できるよう丸付けをし

ながら回ることとする。１つ解決した児童にはほかの方法でも考えさせる。各自の自

力解決にかかる時間差を工夫して過ごさせるように声がけしていきたい。

・児童の見通しの程度で，状況に応じた授業展開を選択する。→《手立て４》

・全員の学習状況をチェックし，一人一人のできたところまでを認め，励ます丸付け

をする。→《手立て５》

（４）学習過程

主な学習活動 予想される児童の反応 教師の支援と評価

１ 問題を知る。

・４人分２００ｇが１袋

になっているホット

ケーキの粉を見て，５

人分の量のイメージ

を持つ。

・５人分の粉の量は，４

・分かっていることは４

人分でホットケーキ

の粉は２００ｇ使う

こと。

・求めることは５人分の

粉の量。

・５÷４＝５／４倍

・実物を提示し，場面のイ

メージを把握しやすいよ

うにする。《手立て１》

・生活経験をもとに，５人

分を考える必然性を感じ

られるようにする。

・本時は倍を使って考える

つ
か
む
（
５
）

グループでホットケーキを作ります。

５人分作りたいのですが，ホットケ

ーキの粉は何ｇ必要ですか。

材料（４人分）

ホットケーキの粉 ２００ｇ

～ホットケーキの粉袋の表示～

材料（４人分）

ホットケーキの粉 ２００ｇ

牛乳，たまご


